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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
ｏ
ｕ
ｒ
 

ｍ
ｅ
ｍ
ｏ
ｒ
ｙ
～
私
達
の
記
憶

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
３
７
７
６
Ｈ

【
作
者
名
】

　
水
禍

【
あ
ら
す
じ
】

　
こ
れ
は
、
ヒ
カ
ル
の
碁
の
再
構
成
の
話
で
す
。
記
憶
を
持
っ
た
人
々
は
原
作

を
ど
う
生
き
る
の
で
し
ょ
う
か
？
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ｐ
ｒ
ｏ
ｌ
ｏ
ｇ
ｕ
ｅ
～
 

プ
ロ
ロ
ー
グ
（
前
書
き
）

再
構
成
が
嫌
っ
て
方
は
見
な
い
で
下
さ
い
。
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ｐ
ｒ
ｏ
ｌ
ｏ
ｇ
ｕ
ｅ
～
 

プ
ロ
ロ
ー
グ

ザ
ザ
ッ
―
―
―
プ
ツ
ッ
―
―

何
時
も
な
ら
お
昼
の
ド
ラ
マ
が
放
送
さ
れ
て
い
る
時
間
―

し
か
し
、
今
日
は
違
っ
た
。
急
に
、
画
面
が
か
わ
っ
た
の
だ
。

「
皆
様
こ
ん
に
ち
は
。

本
来
な
ら
ば
、
ド
ラ
マ
が
放
送
さ
れ
て
い
る
時
間
で
す
が
、
た
っ
た
今
事
故
が

起
き
ま
し
た
。

内
容
は
、
今
日
、
中
国
と
公
開
対
局
を
す
る
予
定
の
若
手
棋
士
を
乗
せ
た
車
が

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
を
突
き
破
り
、

崖
か
ら
転
落
し
ま
し
た
。
…
…
…
乗
っ
て
い
た
人
々
は
、
即
死
、
今
は
救
助
隊

が
…
…
…
…
…
…
…
」
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そ
れ
を
み
た
人
達
は

「
名
人
！
ア
キ
ラ
君
が
…
…
」

「
あ
な
た
、
ヒ
カ
ル
が
…
」

「
森
下
九
段
！
…
…
…
」

「
和
谷
…
…
…
っ
！
」

「
康
介
！
」

「
越
智
さ
ん
…
…
」

「
伊
角
君
…
…
！
！
」

 
「
社
君
…
…
…
…
」
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―
―
―
運
命
は
決
ま
っ
た
―
彼
等
の
運
命
は
変
わ
っ
た
形
で
繰
り
返
さ
れ
る
―

―
―
―
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
先
ほ
ど
の
事
故
に
続
き
、
ま
た
し
て
も
事
故
が
起
き
ま
し
た
。

高
校
生
ほ
ど
の
男
女
グ
ル
ー
プ
４
名
が
ス
ピ
ー
ド
違
反
の
大
型
車
に
ひ
き
逃
げ

さ
れ
…
…
…
…
」

―
―
さ
ぁ
運
命
が
始
ま
っ
た
―
―
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ｐ
ｒ
ｏ
ｌ
ｏ
ｇ
ｕ
ｅ
～
 

プ
ロ
ロ
ー
グ
（
後
書
き
）

是
非
感
想
お
願
い
し
ま
す
。
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ｏ
ｕ
ｒ
 

ｍ
ｅ
ｍ
ｏ
ｒ
ｙ
～
１
（
前
書
き
）

短
い
で
す
。
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ｏ
ｕ
ｒ
 

ｍ
ｅ
ｍ
ｏ
ｒ
ｙ
～
１

辺
り
が
白
い
。
体
は
水
に
潜
っ
た
時
の
よ
う
だ
。

そ
ん
な
中

「
ど
こ
だ
…
…
…
こ
こ
…
」

声
を
出
し
た
の
は
、
囲
碁
の
世
界
で
有
名
な
若
手
棋
士
、
進
藤
 
 

ヒ
カ
ル
 

だ
。

「
俺
は
ー
…
…
…

「
だ
れ
か
い
る
の
か
？
」
 

！
！
！
」

そ
の
声
は
聞
き
慣
れ
た
声
だ
っ
た
。

「
塔
矢
！
？
…
…
…
…
…
塔
矢
だ
よ
な
？
」

進
藤
は
相
手
の
名
を
呼
ん
だ
が
、
や
っ
ぱ
り
合
っ
て
い
る
か
わ
か
ら
な
い
の
で
、

聞
い
た
。

「
…
…
…
…
そ
の
声
は
…
…
…
進
藤
？
…
…
何
故
…
…
」

進
藤
が
呼
ん
だ
名
は
合
っ
て
い
た
よ
う
だ
。

「
な
ん
で
か
わ
か
ん
ね
ぇ
け
ど
、
俺
達
、
崖
か
ら
落
ち
た
ん
だ
よ
な
…
…
…
？
」
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―
―
―
そ
う
、
進
藤
と
塔
矢
を
含
め
、
囲
碁
の
若
手
棋
士
達
は
、
中
国
と
対
局

す
る
た
め
に
同
じ
車
に
乗
っ
て
移
動
し
て
い
た
。

し
か
し
、
そ
の
車
が
転
落
し
た
の
だ
。
し
か
も
、
２
人
で
は
な
く
５
人
が
一
緒

に
転
落
し
た
は
ず
だ
っ
た
が
…
…

「
進
藤
！
！
和
谷
君
や
、
伊
角
さ
ん
、
越
智
君
も
い
る
か
も
し
れ
な
い
…
…
…

…
」

塔
矢
が
青
ざ
め
た
表
情
で
言
っ
た
。
先
ほ
ど
も
言
っ
た
が
、
落
ち
た
の
は
５
人

だ
。
そ
れ
に
気
付
い
た
進
藤
は
、

「
ま
さ
か
…
…
俺
達
…
…
」

塔
矢
が
無
言
で
頷
く
。

「
…
…
と
り
あ
え
ず
、
捜
そ
う
。
」

「
あ
ぁ
、
わ
か
っ
た
。
」

２
人
は
他
の
仲
間
を
捜
し
て
い
た
。
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し
か
し
、
何
処
を
歩
い
て
も
白
、
白
、
白
、

自
分
達
が
歩
い
て
い
る
の
も
わ
か
ら
な
い
空
間
に
２
人
は
い
た
。

暫
く
す
る
と
、
懐
か
し
い
声
が
聞
こ
え
た
。

【
ヒ
カ
ル
、
ヒ
カ
ル
、
】

そ
の
声
に
気
付
い
た
進
藤
は
周
り
を
キ
ョ
ロ
キ
ョ
ロ
と
見
て
い
た
。

進
藤
の
奇
妙
な
行
動
を
見
た
塔
矢
は

「
ど
う
し
た
ん

「
佐
為
！
ど
こ
だ
！
」
 
 

進
藤
！
？
」

【
こ
こ
で
す
。
後
ろ
―
―
】

佐
為
が
言
い
終
わ
る
前
に
、
進
藤
は
後
ろ
を
向
い
た
。

塔
矢
も
同
じ
様
に
振
り
向
く
と

【
久
し
ぶ
り
、
ヒ
カ
ル
。

初
め
ま
し
て
、
塔
矢
。
】

昔
と
変
わ
ら
な
い
笑
顔
が
あ
っ
た
。

塔
矢
は
口
を
開
き
、

「
佐
為
っ
て
ｓ
ａ
ｉ
な
の
か
…
？
進
藤
」

「
あ
ぁ
、
そ
う
だ
。



11

話
し
て
や
る
よ
。
」

進
藤
は
佐
為
の
事
を
話
し
た
。

勿
論
、
最
初
は
佐
為
が
打
っ
て
い
た
こ
と
も
言
っ
た
。

「
１
回
目
、
お
前
と
打
っ
た
の
は
佐
為
だ
。
２
回
目
も
、
３
回
目
は
途
中
か
ら

俺
が
う
っ
た
。

自
分
の
力
を
確
か
め
た
く
て
―
―
―
」

全
部
話
し
終
わ
る
と
塔
矢
は
ス
ッ
キ
リ
し
た
顔
で
微
笑
ん
だ
。

「
有
難
う
、
話
し
て
く
れ
て
」

進
藤
は
照
れ
く
さ
そ
う
に
、

「
お
う
！
！
」

と
言
っ
た
。

【
あ
の
、
も
う
和
谷
君
達
捜
し
を
し
た
方
が
…
…
】

佐
為
が
言
っ
た

「
あ
！
！
そ
う
だ
っ
た
！
」

３
人
は
ま
た
歩
き
始
め
た
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
発
足
に
あ
た
っ
て
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